
認知症による行方不明者数

（警察庁データより作成）
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認知症による
行方不明

　我が国の認知症者は2025年に700万人になると予想されています。そして認知症による
行方不明者は年々増加し、2020年には17,656人に達し527人が死亡しています。しかし、
この人数は警察に行方不明者届が出された人に限っていて、実際はもっと多くの人が行方
不明になっていると考えられます。
　このような状況を鑑み、福祉と生活ケア研究チームでは認知症による行方不明の研究を
行ってきました。ここでは研究から明らかとなった認知症による行方不明の実態と、認知症
の方のご家族に参考となる知識と行方不明対策について説明したいと思います。
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一人歩き（徘徊）と行方不明

軽度の認知症でも行方不明になることがある

　認知症になると行動・心理症状と呼ばれる様々な状態が生じますが、その中の一つに一人歩きが
あります。以前は何の目的も無く歩いていると思われていましたが、現在は本人なりの理由があり
歩いていると考えられています。しかし一人歩きと行方不明は違います。一人歩きをしていてもご家
族が付添っていたり、本人がGPS（Global Positioning System）と呼ばれる位置情報を知らせる機器
を持っていて、ご家族が居場所を把握できれば行方不明とは考えられません。つまり、行方不明とは
一人歩きをしてご家族や介護サービス担当者などが本人の居場所を把握できなくなった状態を示
すと考えられます。一方、独居認知症高齢者が一人歩きで自分の居場所が分からなくなり家に帰るこ
とができなくなっても、それに気づいてくれる人がいなければ行方不明とは言えません。つまり一人
歩きは認知症による行動・心理症状により生じますが、行方不明は社会的に規定される状態と考えら
れます。なお徒歩に限らず、自転車や自動車、バスや電車などを利用することもあり、ご家族が同居し
ていても一瞬目を離した隙にいなくなることもあります。

　では、皆さんはどのような人が行方不明になると思いますか。多くの人が中等度から重度の認知
症の人が行方不明になると考えていませんか。しかし、研究から軽度の人でも行方不明になることが
分かりました。グラフはFAST（Functional Assessment Staging）と呼ばれる認知機能の程度を示す
指標に行方不明者のご家族が回答したものです。中等度以上が多いですが、ご家族から見て軽度ある
いは認知症とは思えない状態でも行方不明になることがあります。
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行方不明による生死を分ける要因と死因
　研究所では行方不明の死亡に関連する要因を研究してきました。その結果、行方不明から発見ま
での期間が長いこと、行方不明時に独居であることが発見時の死亡と関連していることが分かりま
した。行方不明になってから翌日までは生存して発見される例が多いですが、3日目以降では生存
する可能性は急激に低くなります。独居の場合、行方不明になったことに気づくのが遅れ、それが捜
索開始の遅れにつながり、結果として発見の遅れにつながると考えられます。

　また、死因は溺死と低体温症が多いことが分かっています。そして死因には認知機能の程度が関係
していることが分かりました。溺死は水の中への転落であり広義の意味で事故と考えられます。それに
対して低体温症は屋外で長時間過ごし体温の低下が生じた結果としての死亡です。

　認知機能の低下が重度であると危険を回避する能力が低下し事故に遭いやすくなり、その結果とし
て溺死が多くなると考えられます。しかし、事故の中で何故溺死が多いのかはまだ分かっていません。
　それに対して、認知機能の低下が軽度であると危険を回避する能力がある程度維持されている
ため事故に遭いにくくなります。しかし、誰からも保護されることなく長時間一人歩きをすることに
より低体温症で死亡すると考えられます。

発見までの期間と生死
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【文献】

　認知症による行方不明は何時発生するか分かりません。ではどうすれば良いのでしょう。

　認知症の人のご家族は、軽度の認知症でも行方不明になること、行方不明は何時発生するか分か
らないことを意識しておく必要があります。これは実際に行方不明になった時に慌てずに対応する
ために必要なことです。なお、行方不明者を発見した人の半数は探していた人ではなく偶然見つけ
た人です。もし様子がおかしい高齢者を見つけたら勇気を出して声をかけてみて下さい。その一声
が認知症高齢者の命を救うかもしれません。

認知症の人の行方不明対策

1．心構え

　認知症による行方不明は大きな社会問題で
あり、市町村では様々な行方不明対策を講じて
います。実際に行方不明になったとき、すぐに
行動を起こせるようにしておくことが重要です。
地域包括支援センターやケアマネジャー、主治
医などの専門職、役所・役場などに相談してみ
て下さい。

2．事前の対策

　何より大切なことはすぐに捜索を始めること
です。警察への行方不明者届の提出、地域包括
支援センターやケアマネジャー、役所・役場な
どへの連絡など、考えられる全ての手段を講じ
て下さい。認知症の人のご家族は行方不明に
なったことを恥ずかしいと感じて自分たちだけ
で探すことがあります。しかし、行方不明は時間
との勝負です。ためらわずにできるだけ多くの
機関・人に協力を求めましょう。

3．行方不明になった時


